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※は県例規集登載
【告示】

番 号 表 題 担当課名

２１１ 令和７年度における特定調達契約に係る一 管財課

般競争入札又は指名競争入札に参加する者

に必要な資格、資格審査の申請の時期及び

方法等を定めた件

２１２ 指定居宅サービス事業の廃止について届出 長寿いきがい課

があった件

２１３ 指定介護予防サービス事業の廃止について 同

届出があった件

２１４ 身体障害者福祉法の規定による医師を指定 障がい福祉課

した件

２１５ 森林管理重点地域の指定が失効した件 森林土木・保全課

２１６ 同 同

２１７ 道路の区域を変更する件 高規格道路課

２１８ 道路の供用を開始する件 同

２１９※ 都市計画法施行条例の規定に基づき道路を 都市計画課

指定する件の一部を改正する件

【病院局管理規程】

番 号 表 題 担当課名

６※ 徳島県病院局財務規程の一部を改正する規

程



徳
島
県
告
示
第
二
百
十
一
号

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
六
十
七
条
の
五
第
一
項
及
び
第
百
六
十

七
条
の
十
一
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
七
年
度
に
お
い
て
徳
島
県
の
締
結
す
る
契
約
の
う
ち
地
方
公

共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七
年
政
令
第
三
百
七
十
二

号
）
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
も
の
（
県
有
庁
舎
等
の
維
持
管
理
業
務
並
び
に
建
設
工
事
及
び
建
設
工
事
に

係
る
測
量
、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
等
に
係
る
も
の
を
除
く
。
以
下
「
特
定
調
達
契
約
」
と
い
う
。

）
に
係
る
一
般
競
争
入
札
又
は
指
名
競
争
入
札
（
以
下
「
入
札
」
と
い
う
。
）
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な

資
格
、
資
格
審
査
の
申
請
の
時
期
及
び
方
法
等
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
定
め
た
。

令
和
七
年
四
月
一
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

一

資
格
特
定
調
達
契
約
に
係
る
入
札
に
参
加
す
る
資
格
（
以
下
「
資
格
」
と
い
う
。
）
を
有
す
る
者
は
、
物

品
の
購
入
等
の
契
約
に
係
る
一
般
競
争
入
札
及
び
指
名
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
要
綱
（
昭
和
五
十
六

年
徳
島
県
告
示
第
二
十
六
号
。
以
下
「
審
査
要
綱
」
と
い
う
。
）
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
審
査

に
よ
り
資
格
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
た
者
と
す
る
。

二

資
格
審
査
の
申
請
の
時
期
及
び
方
法

資
格
審
査
の
申
請
の
時
期
は
、
随
時
と
し
、
資
格
審
査
の
申
請
の
方
法
は
、
審
査
要
綱
第
三
条
に
定

め
る
も
の
の
ほ
か
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

１

審
査
要
綱
第
三
条
に
規
定
す
る
申
請
書
（
以
下
「
申
請
書
」
と
い
う
。
）
及
び
同
条
第
一
号
の
経

歴
書
の
作
成
に
用
い
る
言
語
は
、
日
本
語
と
す
る
。
ま
た
、
そ
の
他
の
申
請
書
に
添
付
す
る
書
類
で

外
国
語
で
記
載
し
て
あ
る
も
の
は
、
日
本
語
の
訳
文
を
付
記
し
、
又
は
添
付
す
る
こ
と
。

２

申
請
書
及
び
申
請
書
に
添
付
す
る
書
類
（
以
下
「
申
請
書
等
」
と
い
う
。
）
の
金
額
欄
に
つ
い
て

は
、
外
国
の
通
貨
単
位
に
よ
ら
ず
、
出
納
官
吏
事
務
規
程
（
昭
和
二
十
二
年
大
蔵
省
令
第
九
十
五
号

）
第
十
六
条
に
規
定
す
る
外
国
貨
幣
換
算
率
に
よ
り
日
本
国
通
貨
に
換
算
し
、
記
載
す
る
こ
と
。

３

外
国
人
又
は
外
国
法
人
に
あ
っ
て
は
、
審
査
要
綱
第
三
条
第
二
号
及
び
第
四
号
か
ら
第
七
号
ま
で

に
掲
げ
る
書
類
に
代
え
て
知
事
が
適
当
と
認
め
る
書
類
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
あ
る
。

４

申
請
書
等
の
提
出
は
、
記
載
内
容
を
説
明
で
き
る
者
が
持
参
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

５

申
請
書
等
の
提
出
先
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

徳
島
市
万
代
町
一
丁
目
一
番
地

徳
島
県
企
画
総
務
部
管
財
課
調
度
担
当
（
電
話
○
八
八
―
六
二
一
―
二
○
六
七
）

三

資
格
に
関
す
る
文
書
を
入
手
す
る
た
め
の
手
段

資
格
に
関
す
る
文
書
を
入
手
す
る
た
め
の
手
段
は
、
１
の
場
所
に
お
い
て
配
布
さ
れ
る
も
の
又
は
２

の
場
所
に
お
い
て
掲
載
さ
れ
る
も
の
を
入
手
す
る
こ
と
と
す
る
。

１

徳
島
県
の
庁
舎
に
お
け
る
配
布
場
所

徳
島
市
万
代
町
一
丁
目
一
番
地

徳
島
県
企
画
総
務
部
管
財
課
調
度
担
当
（
電
話
○
八
八
―
六
二
一
―
二
○
六
七
）

２

徳
島
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
け
る
掲
載
場
所

h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
p
r
e
f
.
t
o
k
u
s
h
i
m
a
.
l
g
.
j
p
/
k
e
n
s
e
i
j
o
h
o
/
s
o
s
h
i
k
i
/
k
i
k
a
k
u
s
o
u
m
u
b
u
/
k
a
n
z
a
i
k
a

/

四

資
格
審
査
の
結
果
の
通
知



資
格
審
査
の
結
果
の
通
知
は
、
審
査
要
綱
第
五
条
及
び
徳
島
県
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手

続
の
特
例
を
定
め
る
規
則
（
平
成
八
年
徳
島
県
規
則
第
二
十
二
号
）
第
三
条
第
四
項
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
行
う
。

五

資
格
の
有
効
期
間

資
格
の
有
効
期
間
は
、
資
格
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
た
日
か
ら
令
和
八
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
間
と

す
る
。

六

資
格
の
有
効
期
間
の
更
新
手
続

資
格
の
有
効
期
間
の
更
新
手
続
は
、
審
査
要
綱
第
三
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
二
の
１
か
ら
５
ま

で
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

七

そ
の
他

資
格
審
査
の
申
請
に
係
る
変
更
届
等
に
つ
い
て
は
、
審
査
要
綱
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。



徳
島
県
告
示
第
二
百
十
二
号

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
七
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
廃
止
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届
出

が
あ
っ
た
。

令
和
七
年
四
月
一
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

指

定

居

宅

サ

ー

ビ

ス

事

業

者

指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
う
事
業
所

サ
ー
ビ
ス
の

廃
止
の
届
出

廃

止

名

称

所

在

地

名

称

所

在

地

種

類

の

受

理

日

年

月

日

特
定
非
営
利
活
動
法
人

徳
島
市
末
広
二
丁
目
一
番
八
〇

ひ
だ
ま
り
訪
問
看
護
ス

徳
島
市
国
府
町
早
淵
三
五
―
一

訪
問
看
護

令
和
七
年
三
月

令
和
七
年
二
月

ど
り
ー
ま
ぁ
サ
ー
ビ
ス

号

テ
ー
シ
ョ
ン

サ
ン
シ
テ
ィ
国
府

六
日

二
十
八
日

医
療
法
人
平
成
博
愛
会

同

勝
占
町
惣
田
九
番
地

平
成
ア
メ
ニ
テ
ィ

同

勝
占
町
惣
田
一
七
―
一

短
期
入
所
生
活

同

一
月

同

三
月

介
護

二
十
九
日

一
日



徳
島
県
告
示
第
二
百
十
三
号

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
百
十
五
条
の
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
廃
止
に
つ
い
て
、
次
の
と

お
り
届
出
が
あ
っ
た
。

令
和
七
年
四
月
一
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

指

定

介

護

予

防

サ

ー

ビ

ス

事

業

者

指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
う
事
業
所

サ
ー
ビ
ス
の

廃
止
の
届
出

廃

止

名

称

所

在

地

名

称

所

在

地

種

類

の

受

理

日

年

月

日

特
定
非
営
利
活
動
法

徳
島
市
末
広
二
丁
目
一
番
八
〇

ひ
だ
ま
り
訪
問
看
護
ス

徳
島
市
国
府
町
早
淵
三
五
―
一

介
護
予
防
訪
問

令
和
七
年
三
月

令
和
七
年
二
月

人
ど
り
ー
ま
ぁ
サ
ー

号

テ
ー
シ
ョ
ン

サ
ン
シ
テ
ィ
国
府

看
護

六
日

二
十
八
日

ビ
ス

医
療
法
人
平
成
博
愛

同

勝
占
町
惣
田
九
番
地

平
成
ア
メ
ニ
テ
ィ

同

勝
占
町
惣
田
一
七
―
一

介
護
予
防
短
期

同

一
月

同

三
月

会

入
所
生
活
介
護

二
十
九
日

一
日



徳
島
県
告
示
第
二
百
十
四
号

身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号
）
第
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
医
師
と
し
て
、
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

令
和
七
年
四
月
一
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

氏

名

診
療
科
目

診
断
す
る
障
害
の
種
類

従

事

す

る

医

療

機

関

指

定

年

月

日

名

称

所

在

地

山
﨑

悠
平

整
形
外
科

肢
体
不
自
由

田
岡
病
院

徳
島
市
万
代
町
四
丁
目
二
の
二

令
和
七
年
四
月
一
日

高
橋

良
輔

内
科

肢
体
不
自
由

博
愛
記
念
病
院

同

勝
占
町
惣
田
九
番
地

同

心
臓
機
能
障
害

じ
ん
臓
機
能
障
害

ぼ
う
こ
う
又
は
直
腸
機
能
障
害

小
腸
機
能
障
害

肝
臓
機
能
障
害

大
倉

佳
宏

内
科

肢
体
不
自
由

健
生
石
井
ク
リ
ニ
ッ
ク

名
西
郡
石
井
町
高
川
原
字
高
川
原
二
一
五
五

同

東

桃
代

呼
吸
器
・
膠

心
臓
機
能
障
害

徳
島
大
学
病
院

徳
島
市
蔵
本
町
二
丁
目
五
〇
の
一

同

原
病
内
科

呼
吸
器
機
能
障
害



徳
島
県
告
示
第
二
百
十
五
号

徳
島
県
豊
か
な
森
林
を
守
る
条
例
（
平
成
二
十
五
年
徳
島
県
条
例
第
六
十
七
号
）
第
十
六
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
第
一
種
森
林
管
理
重
点
地
域
の
指
定
の
効
力
が
失
わ
れ
た
。

令
和
七
年
四
月
一
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

一

指
定
の
効
力
が
失
わ
れ
た
区
域

三
好
市
西
祖
谷
山
村
坂
瀬
一
六
四
の
一

二

指
定
の
効
力
が
失
わ
れ
た
日

令
和
六
年
十
一
月
十
五
日



徳
島
県
告
示
第
二
百
十
六
号

徳
島
県
豊
か
な
森
林
を
守
る
条
例
（
平
成
二
十
五
年
徳
島
県
条
例
第
六
十
七
号
）
第
十
六
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
第
一
種
森
林
管
理
重
点
地
域
の
指
定
の
効
力
が
失
わ
れ
た
。

令
和
七
年
四
月
一
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

一

指
定
の
効
力
が
失
わ
れ
た
区
域

勝
浦
郡
上
勝
町
大
字
傍
示
字
宮
太
尾
二
〇
四
の
五
〇
及
び
大
字
生
実
字
木
屋
敷
一
四
の
一

二

指
定
の
効
力
が
失
わ
れ
た
日

令
和
七
年
三
月
十
八
日



徳
島
県
告
示
第
二
百
十
七
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の
区
域
を

次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
徳
島
県
東
部
県
土
整
備
局
徳
島
庁
舎
に
お
い
て
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
二
週

間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
七
年
四
月
一
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

道
路
の
種
類

県
道

整
理

新
旧

敷

地

の

幅

員

延

長

路
線
名

区

間

番
号

の
別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

徳
島
市
飯
谷
町
手
城
二
三
番

二
地
先
か
ら

旧

六
・
三
～
一
一
・
二

二
四
三
・
〇

同

砂
子
二
番
一

２

地
先
ま
で

１

新
浜
勝
浦

２

同

六
・
三
～
一
一
・
二

二
四
三
・
〇

新

同

九
・
八
～
一
七
・
五

二
三
七
・
七



徳
島
県
告
示
第
二
百
十
八
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
道
路
の
供

用
を
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
徳
島
県
東
部
県
土
整
備
局
徳
島
庁
舎
に
お
い
て
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
二
週

間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
七
年
四
月
一
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

道
路
の
種
類

県
道

整
理

延

長

路
線
名

区

間

供

用

開

始

の

期

日

番
号

（
メ
ー
ト
ル
）

徳
島
市
飯
谷
町
手
城
二
三
番
二
地

２

先
か
ら

１

新
浜
勝
浦

二
三
七
・
七

令
和
七
年
四
月
一
日

２

同

砂
子
二
番
一
地
先

ま
で



徳
島
県
告
示
第
二
百
十
九
号

平
成
二
十
六
年
徳
島
県
告
示
第
二
百
二
十
三
号
（
都
市
計
画
法
施
行
条
例
の
規
定
に
基
づ
き
道
路
を
指

定
す
る
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和
七
年
四
月
一
日
以
後
に
申
請
が
な
さ
れ
た
も
の
に
係

る
許
可
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

令
和
七
年
四
月
一
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

表
県
道
徳
島
空
港
線
の
項
中
「
一
般
国
道
一
一
号
」
を
「
徳
島
自
動
車
道
」
に
改
め
る
。



徳
島
県
病
院
局
管
理
規
程
第
六
号

徳
島
県
病
院
局
財
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
七
年
四
月
一
日

徳
島
県
病
院
事
業
管
理
者

北

畑

洋

徳
島
県
病
院
局
財
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

徳
島
県
病
院
局
財
務
規
程
（
平
成
十
七
年
徳
島
県
病
院
局
管
理
規
程
第
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
四
十
条
第
二
項
第
二
号
を
削
り
、
第
三
号
を
第
二
号
と
し
第
四
号
か
ら
第
八
号
を
一
号
ず
つ
繰
り
上

げ
る
。
第
四
十
九
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
四
十
九
条

削
除

附

則

こ
の
規
程
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。


